
（前号の続き）次に東日本大震災が発生しました。この時の災害ボランティア活動は、阪神淡路
大震災で学んだことと、その後の災害ボランティアの啓発活動が少しずつ功を奏して、未曽有の
大災害であったにも関わらず、阪神淡路大震災よりも迅速な活動を行うことができました。
そして今回の令和6年能登半島地震が発生しました。二つの大災害で得た教訓を元に、さらに
災害ボランティアの意識も進み、本当に求められている必要な支援を迅速に汲み取り行動に移す
ことがさらに可能になってきたと感じています。かくいう私も所属する手話サークルを通じて現
地の本当に必要としている物資の依頼を直接受けることで、知ることができ迅速に準備してまと
めて届けてもらうことができました。
ところで、現地に行くこともできない、物資も準備することもできない多くの一般の方は復興
のお手伝いをすることはできないのでしょうか？そんなことはありません。
その答えは地震発生直後に私と一緒に活動し、実際に能登にもお手伝いに行った方からいた

だきました。現地に行って直接ボランティア活動をすることも大切ですが、受け入れられる人数に
は限りがあります。
現地に行けなくとも、そこの地域の物産展などで被災地の商品を買うことによる経済支援も
我々でもできる復興への応援であると現地を実際に見た方からのメッセージです。
私は現地で活動することができず、これを紙面にてお伝えすることしかできませんが、現地に
行かなくてもいろんな方法で被災地を応援することが可能で、被災地を想い、日頃の行動を変え
て被災地の物産を購入するという行動は復興を手助けする立派な災害ボランティアの一部と言
えるのではないでしょうか？
私も今後も取り組んで行きたいと思います。(岩下)

能登半島地震の発生を受けて
ボランティア活動について考える(その2)

三方町には、12ヶ所の縄文遺跡が確認されています。1万年
以上前の草創期から晩期（およそ2300年前）までです。古三
方湖のほとりを中心に9ヶ所、三方湖の南西岸や水月湖などに
広く分布しています。長さ5ｍ程の丸木舟が出土しており、こ
の舟で漁労や他集落との交流を行っていたようです。
古三方湖にある鳥浜貝塚で発見された物には、漆塗り（うる

しぬり）の土器、木製品、糸などがあり、赤色漆と黒漆が塗られ
ていました。これは、若狭塗のルーツと考えられています。（参
考：若狭三方縄文博物館常設展示図録）
また、エゴマ、シソ、ヒョウタン、アサ、ゴボウ、豆類などの栽
培植物の種子が出土しています。縄文の人は、半農半漁の生
活であり、日本の海岸沿いの200年前のムラと大きな違いが
なかったのではないかと感じられます。(日置)

縄文のムラから今のムラへ

三方町内の縄文遺跡分布図（全12ヶ所）
平成14年度三方町縄文博物館秋季企画展図録ｐ21

広報ボランティアのページ広報ボランティアのページ
●担当ボランティア／日置雅夫・岩下茂子

今回は７月から新しい紙幣が発行され始めたことにちなみ、買い物の際に私が心がけていることを
紹介します。１つ目は「手持ち金の整理」です。お釣りが出たときにそのまま受け取れるよう、財布の
ポケットにはなるべく空きを作ります。お釣りの枚数を減らせるよう工面しつつ、できるだけ後ろの
人を待たせないようにしています。
２つ目は「お店の下調べ」です。外観や店内の様子を事前に写真でみられると、車いすでの買い物を
イメージしやすいのでありがたいです。また、この連載の初回（2017 年 6月号）で支払い方法のひと
つとして取り上げた「交通系ＩＣカード」が使えるとたいへん便利なため、買い物先選びの目安にして
います。
実際に店へ着いた後は、商品を手に取る前に店内の様子をひととおり確認することもあります。レ
ジの動線によっては、買った品物を抱えた状態での方向転換が必要です。どうしてもやや時間はか
かってしまうため、ご理解いただけるとありがたいです。（小鹿）

第23回「スムーズな買い物のために」

福井県の三方町縄文遺跡

「アーチェリー」
アーチェリーでは２種類の弓が使用されています。一般的な弓である「リカー

ブボウ」と、先端に滑車がついて小さい力でも引くことのできる「コンパウンドボ
ウ」です。障害に応じた補助装具の使用が認められており、自分の身体のサイズや筋力に合
わせてカスタマイズされた弓を使用し、50m・70ｍ先の的を狙います。大会では、競技に
よって勝敗の決め方が異なるのも特徴です。リカーブは 3射を１セットとして各セットのポ
イントを競い、コンパウンドは 15射の合計で決まるなどいくつかの違いがあります。
他の種目でよくみられる「身体機能によるクラス分け」が無い競技種目もあり、障害の有無

にかかわらず、同じ条件で競技ができるスポーツでもあります。脚で弓を支えたり、口で弦
を引いたり、義足での立位、椅子や車いすを使うなど、選手の多様なプレースタイルが魅力です。

車いす
使用の職員
発信

善意のご寄付
ありがとうございました
2024年4月1日～7月31日現在

合計1,181,675円
（敬称略・順不同）

エス・ビー建材(株) / (株)一宮看板店 / 
坂井田ビル / 中部経済新聞　尾張支社 / 
東五城ふれあいサロン / 
一宮市役所建設関係退職者親睦会 /
ユニー(株)ピアゴパワー妙興寺店 / 
ユニー(株)ピアゴ尾西店  / 
ユニー(株)アピタ一宮店  /  他匿名5件

ご協力ありがとうございました。

会費納入金額
51,604,780円

2024 年 7月 31日現在

　地域福祉への参加の一環として、本年度も
会員加入および会費のご協力をいただき、誠
にありがとうございました。
　ご納入いただいた会費は、全額各連区に設
置されている社会福祉協議会各支会を通じ
て、敬老会や見守り活動など地域福祉推進の
ための取り組みに活用させていただきます。

令和 6年度
一宮市社会福祉協議会会費

1514 2024（令和6）年 10月　いちのみやの社会福祉2024（令和6）年 10月　いちのみやの社会福祉




